






















（1） a． 開会が議長｛*に／によって｝宣言された． （井上（1976：83））
 b． フェルマーの定理がジョン｛*に／によって｝証明された．
   （Kuroda（1979：330））
133
（2） a． あの町は日本軍｛*に／によって｝建設された．
   （益岡（1982：55））
 b． このころ，源氏物語が紫式部｛*に／によって｝書かれた．
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産動詞を含むため，ここには受影性が関与せず，このニ受動文は許されないと
述べている．



















































































 c． 第 11 代海老蔵が市川新之助に襲名されました．
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（12） a． 太郎がアメリカに車を 2 台送った．





（13） a． 太郎が　車をi　アメリカに　ti　2 台　送った．

















































（16） a． あの町は日本軍に破壊された． （＝（4c））
 b． 先生が学生に批判された． （Cf．（3b））










（18） a． *あの町は日本軍に建設された． （Cf．（2a））
 b． *このころ，源氏物語が紫式部に書かれた． （Cf．（2b））
（19） a． *その寺は 9 世紀前半，空海に建てられた． （＝（5a））
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（22） a． 花子の家は高層ビルに囲まれている． （＝（8a））
 b． この商品は多くの人に親しまれている． （＝（8b））
（23） a． ポリフェノールは，お茶に含有されています． （＝（10a））
 b． 遺伝子組み換え大豆が，この豆腐に使用されています．
   （＝（10b））
 c． 第 11 代海老蔵が市川新之助に襲名されました． （＝（10c））














（25） a． この雑誌は，10 代の若者によく読まれている． （＝（8c））
 b． この山道は，江戸時代，京へ氷を運ぶ飛脚に利用されていた．










































































































































































































































（37）では 3 項動詞の例をみたが，2 項動詞では次のような派生になる．
（41） a． 花子ガ　太郎ヲ　なぐった．
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の役割をもち，知覚や感情の対象となる「音」や「商品」が〈存在体〉として
《存在者》の役割をもつと分析される．
（44） a． 20hzから 20khzまでの音ガi　人間ニ　e i　知覚さ－れる．






















































































































 　（i） a．Link leftmost argument slot: GA
 　　 b．Link rightmost argument slot: O
 　　 c．Elsewhere link: NI
 Farmerは日本語の動詞句が階層的ではなく，平板の構造をもつと考えていたた
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